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平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「京都 知恵と力の博覧会」開催事業費

予 算 額 ３０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

経済・雇用情勢が世界的に悪化している中、京都の持つ伝統・文化や産

業・技術など「知恵」と「力」を改めて内外にアピールすることを通じて、

観光需要の創造、環境との共生、雇用機会の創出を図り、元気な京都づく

りにつなげる。

２ 事業内容

(1) 名 称

「京都 知恵と力の博覧会 ～発信！京の底ぢから～」

略 称：きょうと知恵博

キャッチフレーズ：魅せます！ ほんまもんの京都

事 業 内 容

(2) 実施時期

目 的 平成２１年１０月１０日（土）～１２月２０日（日）

対 象

方法等 (3) 博覧会の構成（予定）

①博覧会推進協議会主催イベントの開催

・オープニング・フォーラム(10/12)

・Ｏｉｋｅ・Ｋａｍｏｇａｗａにぎわいフェスタ（仮称）(10/24､25)

・クロージング・フォーラム（12月下旬）

・伝統的工芸品月間国民会議全国大会、古典の日の取組、まちかど美術

館事業等とも一体的に実施

②京都府内全体で経済団体、大学、博物館などによる協賛イベント、

京都企業の工場・研究所、町家、寺社仏閣、庭園の特別公開等

（目標：５００箇所）

③参加者の目標：約３００万人

３ 開催事業費

７０，０００千円

（京都府・京都市 各30,000千円、経済界等 10,000千円）

※他に、開催準備費として6,000千円を別途計上

担当課・係名 産 業 労 働 総 務 課 緊 急 経 済 ・ 雇 用 対 策 担 当 課･係 電話番号 075-414-4872

商工労働観光－１



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 緊 急 雇 用 対 策 基 金 積 立 金

予 算 額 ５，４９０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

雇用失業情勢の悪化を受け、国の「経済危機対策」において追加交付され

る「緊急雇用創出事業臨時特例交付金」を活用して「京都府緊急雇用対策基

金」を積み増し

２ 基 金 の 概 要

(1) 基金の規模

積立額（追加交付額） ５，４９０，０００千円

(2) 積み増しの概要

事 業 内 容 ① 離職を余儀なくされた非正規労働者等の失業者に対し、臨時的な就

業の機会を提供することにより、さらなる雇用の受け皿を確保

目 的

対 象 ② 特に、人材確保・人材高度化等が強く社会から要請されている分野

方法等 （介護、福祉、子育て、医療、教育等）の設定などにより雇用を創出

(3) 事業期間

平成２１年度から平成２３年度

３ 雇用創出効果

約５，７００人分の雇用を創出

（当初分も合わせ約１０，７００人分の雇用を創出）

〈参考〉

平成２０年度積立額 ７，５６０，０００千円

今 回 積 立 額 ５，４９０，０００千円

積 立 総 額 １３，０５０，０００千円

担当課・係名 産業労働総務課 緊急経済・雇用対策担当 課･係 電話番号 075-414-4872

商工労働観光－２



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 緊 急 雇 用 対 策 事 業 費

予 算 額 ６００，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

地域の未来を支える人づくり及び雇用の創出のため、「京都府緊急雇用対

策基金」を活用し、地域のニーズに応じた雇用継続が見込まれる事業や、失

業者に対する臨時的な就業の機会を提供する事業を実施

２ 事業内容

「京都府緊急雇用対策基金」を活用し、次の事業を追加実施

(1) ＮＰＯ、企業等からの提案型事業 ３００，０００千円

事 業 内 容 数多くの提案があった創意工夫や熱意のある事業を追加実施

目 的

対 象 (2) 市町村支援 ２６８，０００千円

方法等 地域の実情に応じ、事業の更なる前倒し実施により、臨時、応急の雇用

を創出する市町村への補助

(3) 京都の魅力サポート事業 ３０，０００千円

緊急雇用対策として、和装等京都らしさの演出による観光スポットの案

内や魅力の発信

(4) 障害者の緊急就労支援（はあとふる企業説明会開催事業）

２，０００千円

はあとふるジョブカフェに設置する障害者企業開拓チームが開拓する企

業を中心に、障害者の即雇用を希望する企業に対して、ハローワークと連

携の下、自社の魅力をプレゼンできる説明会や面接会、求職者に対する企

業見学の機会を提供

担当課・係名 産業労働総務課 緊急経済・雇用対策担当 課･係 電話番号 075-414-4872

総合就業支援室 障害者就労支援担当 075-682-8918

商工労働観光－３



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 中 小 企 業 緊 急 金 融 支 援 費

予 算 額 １５，０００，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

世界金融危機に端を発する経済危機により、厳しい経営状況にある府内中

小企業を支援するため、「中小企業緊急資金対策融資」等融資制度の拡充に

必要な預託を行う。

２ 事業制度 ＜府・京都市協調＞

事 業 内 容

◆ 追加融資枠 ４５０億円

目 的

対 象 ◆「中小企業緊急資金対策融資」の概要（平成２１年１月１日創設）

方法等

対 象 者
国指定業種で、最近３ヶ月の売上又は利益率が前年同期比で

３％以上減少している者

融資限度額
無担保8,000万円 有担保2億円（別枠保証の範囲内）

＊審査により無担保限度額弾力化

融資期間等 運転資金・設備資金１０年以内（据置２年以内）

融 資 利 率 年１．８％（固定）

実 施 期 間 平成２２年３月末まで

担当課・係名 経営支援課 金融担当 課･係 電話番号 075-414-4822

商工労働観光－４



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 新型インフルエンザ緊急金融支援費

予 算 額 ５，０００，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

新型インフルエンザ発生の影響により、売上が減少している中小企業の支援を

目的とした「新型インフルエンザ緊急融資」を創設するため必要な預託を行う。

２ 事業内容 ＜府・京都市協調＞

◆ 新規融資枠 １５０億円

◆「新型インフルエンザ緊急融資」の概要（Ｈ２１．６．５創設）

(1)一時的・緊急的な資金需要に対応するための低利な「短期資金」

○対象要件の緩和

・業種制限無し →影響を受ける多様な業種を支援

・最近１ヶ月の売上が前年同期比で減少している者

→発生以降急激に打撃を受けている企業を迅速に支援

○融資利率の優遇 年１．７％ ← 通常の短期資金 年１．９％
事 業 内 容

(2)資金繰り安定のための借入拡大に対応する「長期資金」

目 的 ○融資限度額の弾力化（緊急資金） 審査により無担保限度額弾力化

対 象 ○据置期間の弾力化（緊急資金） ２年以内 ← 通常は１年以内

方法等

短期資金 対 象 者：最近１ヶ月の売上が前年同期比で減少している者

H21年 融資限度額：無担保3,000万円（一般保証の範囲内）

12月末まで 融資期間等：運転資金１年以内（一括返済可）

（予定） 融 資 利 率：年１．７％（固定）

長期資金 緊急 対 象 者：国の指定業種で、最近１ヶ月の売上が前年同期比で３％以上減少している者

資金 融資限度額：無担保8,000万円 有担保2億円（別枠保証の範囲内）

融資期間等：運転資金・設備資金１０年以内（据置２年以内）

融 資 利 率：年１．８％（固定）

一般 対 象 者：短期資金と同じ

H22年 資金 融資限度額：無担保8,000万円 有担保2億円（一般保証の範囲内）

3月末まで 融資期間等：運転資金・設備資金７年(※)以内（据置１年以内）

（予定） 融 資 利 率：年２．２％（固定）

(※)経営安定特別支援制度(金融機関等の指導を受け融資期間の長期化により月々の返済負担を軽減する制度)の場合10年

担当課・係名 経営支援課 金融担当 課･係 電話番号 075-414-4822

商工労働観光－５



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 中小企業活力向上支援事業費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

経済不況により経営が圧迫されているものづくり中小企業の活力向上

のため、販路開拓に取り組む中小企業を幅広く支援する。

当初の見込みを超える多数の応募が見込まれており、追加採択を行う

ことで、切れ目ない支援を実施する。

事 業 内 容 ２ 事業内容

目 的 中小企業が自社の製品・技術・強みをＰＲする機会として展示会に出

対 象 展する場合に、出展経費を補助することにより、新たな販路開拓の取組

方法等 を支援

(1) 補助対象企業

２０グループ・１５０社程度・５５小間

（当初見込 ２０グループ・１００社程度・２５小間）

(2) 補助対象経費

出展に係る経費（人件費除く）

(3) 補助率及び補助限度額

１／２、小間料を超えない範囲

３ 実施主体

財団法人京都産業２１

担当課・係名 ものづくり振興課 ものづくり担当 課･係 電話番号 075-414-4851

商工労働観光－６



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 ものづくり人材スキルアップ緊急対策事業費

予 算 額 １６，７００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

産学公連携のもと、国の雇用調整助成金制度に対応した人材育成研修を府

全域で緊急に実施することにより、休業中の従業員のスキルアップと企業の

雇用維持を支援する。

２ 研修内容

項 目 内 容

生産現場における管理技術 生産管理・品質管理等スキルアップ

スキルアップ 講座

事 業 内 容 基礎から応用に至る次世代 小規模システム組み込み技術講座

生産技術の習得 工業材料基礎講座

目 的 基盤技術開発セミナー

対 象 セラミックス材料基礎

方法等 機械ＣＡＤ実践講座 等

資格検定取得によりパワー 検定準備対策講座

アップ

新分野進出のための技術 農業経営・生産技術習得講座

スキルアップ

＊産学公連携のもと、北部、南部に設置する「人材育成会議」において、

育成内容を評価検討の上、カリキュラム等に反映する。

担当課・係名 ものづくり振興課 地域産業振興担当 課･係 電話番号 075-414-4852

商工労働観光－７



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 京都力結集エコ住宅開発・普及事業費

予 算 額 ５０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

今後、急速な普及が見込まれる自然エネルギーや電気自動車関連などの先

端環境技術や京の職人が持つ匠の技を活かした環境配慮型住宅（京都力結集

エコ住宅）を開発し、京都のエコ産業の結集を図るとともに、市場開拓や仕

事づくりを行う。

２ 内 容

(1) 府内中小・ベンチャーが開発を進めるエコ分野〔太陽光発電、風力発電、

事 業 内 容 pＨＶ（プラグインハイブリッド自動車）やＥＶ（電気自動車）の充電器、

ＬＥＤ、エコ住宅資材〕での先端技術の研究開発を支援

目 的

対 象

方法等 (2) 先端技術の研究成果と大工、左官等職人が持つ伝統的な匠の技を組み合

わせた京都力結集エコ住宅を開発

３ 実施主体

京都府、京都産業エコ推進機構

担当課・係名 ものづくり振興課 地域産業振興担当 課･係 電話番号 075-414-4852

商工労働観光－８



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 京都 ・成長期待産業緊急強化事業費

予 算 額 ７０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

京都が得意とし、今後成長が期待できる産業分野（健康、コンテンツ

（映画・映像）、環境産業分野）の成長を支援するため、府内の意欲あ

る企業の研究開発の支援及び技術サポートを実施する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）健康産業開拓支援事業 １０，０００千円

医療から機能性食品まで幅広い健康産業分野へ進出する中小・ベンチャ

目 的 ー企業やグループに対し、製品開発や販路開拓を支援

対 象

方法等 （２）コンテンツビジネス促進事業 １０，０００千円

京都の豊富なコンテンツの魅力を高め、新たな切り口で幅広く活用する

事業を行う企業グループを支援

（３）中小企業環境技術支援事業 ５０，０００千円

自然エネルギーを利用した新素材開発や環境関連分野での新産業創出の

ために、中小企業技術センターに社会人経験のある技術職員を新たに配置

するとともに、研究開発用機器を整備

① 社会人技術職員の採用２名（電気・電子、機械・金属 各１名）

② 中小企業技術センターの機器整備【プラズマイオン注入装置】

（電池電極などの耐久性を求められる材料等の試作・研究開発用装置）

担当課・係名 ものづくり振興課 地域産業振興担当 課･係 電話番号 075-414-4852

商工労働観光－９



平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 小規模企業活路創造緊急支援事業費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

中小企業サポートチームの新たな取組として、経営・資金繰りに窮す

る中小企業の特別相談の実施や企業の新分野進出や製品開発等の新たな

チャレンジに対する支援を行う。

２ 事業内容

事 業 内 容

（１）経営・資金繰り緊急特別相談の実施

目 的 中小企業サポートチームの巡回訪問により課題として浮き彫りとな

対 象 った資金繰り対策として、各地域ビジネスサポートセンターにおいて

方法等 「緊急経営特別相談」を実施し、資金繰りのフォローアップを強化

相談内容 ・経営、資金繰りの診断

・既往債務に係る金融機関との調整

・経営改善計画の策定支援

（２）小規模企業チャレンジ事業

企業のエコ化をはじめ新分野進出や技術の高度化、製品開発等の新

たなチャレンジやレンタル工場等で操業する小規模企業の取組を支援

支援内容：製品開発、機器導入、情報発信及び人材育成等、企業成

長のための新たなチャレンジに対し一部経費を補助

実施主体：財団法人京都産業２１

担当課・係名 ものづくり振興課 ものづくり担当 課･係 電話番号 075-414-4851

経営支援課 金融担当 075-414-4822

組合担当 075-414-4826
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平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 伝統産業需要拡大緊急支援事業費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

景気が低迷する中、京都の伝統産業の需要を拡大するため、「京都 知

恵と力の博覧会」を契機とした、記念品制作による「仕事づくり」と伝

統工芸品の魅力のＰＲを行う。

２ 事業内容

事 業 内 容 「京都 知恵と力の博覧会」の各種イベント等で活用する記念品等の制作

及び伝統工芸品のＰＲ経費

目 的

対 象 (1) 伝統工芸品の制作事業

方法等 制作例：西陣織、京友禅、京焼・清水焼 等

(2) 伝統工芸品のＰＲ

東京都、京都市において、伝統の技を生かした新しい工芸品等を展示

担当課・係名 染織・工芸課 染織担当 課･係 電話番号 075-414-4856
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平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「商店街で買おう！運動」推進費

予 算 額 １０，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

商店街利用促進イベントやプレミアム商品券の発行などの取組を支援し、

商店街の活性化を図る。

当初の見込みを上回る商店街からの要望に応え、追加採択を行うことで、

切れ目ない支援を実施する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （１）商店街利用促進活動への支援

目 的 商店街の利用促進を目的とした売り出しやイベントを行う商店街等に

対 象 対する支援

方法等

○補助対象経費等 イベント費、広報費等（補助率１／２）

○補助対象者 商店街、複数商店街による実行委員会等

（２）商店街振興商品券事業への支援

商店街振興のためのプレミアム商品券を発行して地域消費を推進する

事業への支援

○補助対象経費等 印刷費、広報費

○補助対象者 商工会、商工会議所等による実行委員会等

（３）採択予定件数

６０件（当初見込 ２８件）

担当課・係名 貿易・商業課 商業・物流担当 課･係 電話番号 075-414-4836
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平成２１年度 ６月補正予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 「京都へ おこしやす！」観光振興事業費

予 算 額 １８０，０００ 千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

世界的な経済不況や新型インフルエンザの発生により、打撃を受け

ている京都観光の振興を図るため、京都観光振興会議（京都府、京都

市、京都商工会議所、(社)京都府観光連盟、(社)京都市観光協会）を

中心に、オール京都体制で京都観光を強化する。

２ 事業内容

（１）京都観光振興交付金 ９０，０００千円

＜観光関連団体等が実施する広報ＰＲ等に対する支援＞

事 業 内 容 ○旅館組合、土産物関連団体、観光客主体の商店街など、府内の観光

関連団体が、観光客を誘致するために実施する広報ＰＲ事業等に対

目 的 する支援

対 象

方法等

（２）京都体感・感動発見事業 ６０，０００千円

＜京都をより深く知る文化特典の提供＞

○伝統伎芸鑑賞、着物体験、伝統工芸制作体験など、通常の旅とはひ

と味違う、より深く京都の文化に親しむ特典を修学旅行生に提供

○若い世代に、日本の伝統文化の理解及び和装需要の拡大を図るため、

伝統文化や和装に親しむ機会を提供

（３）京都の魅力サポート事業 ３０，０００千円

(再掲）

＜京都観光のＰＲ・魅力の発信＞

○ターミナルや主要な観光地において、和装等京都らしさの演出によ

る観光スポットの案内や魅力の発信

観光課 企画担当 075-414-4841
担当課・係名 課･係 電話番号

産業労働総務課 緊急経済･雇用対策担当 075-414-4872
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